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 工  事  写  真  集 

 

 

 

    設 置 者 名 

 

    設 置 場 所 

 

 

 

  写真（１）【着工前】 

※ 浄化槽設備士が浄化槽工事業者登録票を持っているところ 

※ 施行位置及び全景が把握できること 

 

 

 ○注浄化槽設備士が写っている写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 工事業者名              浄化槽設備士名  

 

平成 18 年改訂 
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 写真（２）【砕石・栗石基礎工】 

  ※ 基礎厚１５０㎜以上が確認できること 

 

 

 ○注目潰し材投入後、機械転圧状態の写真 

 

 ○注栗石基礎厚１５０㎜以上が確認できる写真 

       （スケールを入れること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真（３）【配筋工】ピッチと長さが確認できる写真 

   ※ 配筋全景が確認できること 

   ※ 鉄筋被り（スペンサー等）が確認できること 

 

○注全景が確認できる写真 

 

     ○注底版配筋ピッチの２００㎜以内が確認できる写真 

 

     ○注上部車庫等の荷重がかかる場合はダブル筋の写真 
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  写真（４）【コンクリート基礎工】（深さが分かるようスケールを入れること） 

   ※ 全景及び基礎厚１００㎜または１５０㎜以上が確認できること 

 

 

     ○注上部荷重がかからない場合は基礎コンクリート厚が 

      １００㎜以上の写真 

 

     ○注上部車庫等の荷重がかかる場合は基礎コンクリート 

      厚が１５０㎜以上の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真（５）【コンクリート打設状況】 

   ※ 鉄筋が確認できること 

 

 

     ○注コンクリート打設中の写真 
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  写真（６－１）【据 付 工】 

   ※ 浄化槽の型式及び据付機械が確認できること 

 

 

 ○注浄化槽本体は全体と型式が確認でき、据付機械が写って 

      いる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真（６－２）【据 付 工】 

   ※ 浄化槽設備士が水張りし、水平を確認していること 

 

 

     ○注浄化槽設備士が写っている写真 
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  写真（７－１）【埋 戻 工】 

   ※ 検測定規等をおいて、一層の仕上厚が確認できること 

     但し、上記施工方法が困難な場合は、別途協議する 

 

     ○注全景が確認できる写真 

 

     ○注埋戻し材料が確認でき、突固め及び水締めをしている写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真（７－２）【埋 戻 工】 

   ※ 埋戻し完了で浄化槽埋設状況が全景的に把握できること 

 

 

 ○注全景が確認できる写真 
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  写真（８－１）【上部スラブ配筋工】 

   ※ 配筋全景が確認できること 

   ※ 鉄筋被り（スペンサー等）が確認できること 

 

     ○注上部スラブ筋ピッチの２００㎜以内が確認できる写真 

      （スケールを入れること） 

 

     ○注上部車庫等の荷重がかかる場合はダブル筋の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真（８－２）【上部スラブコンクリート工】（スケールを入れること） 

   ※ 全景及びスラブ厚１００㎜または１５０㎜以上が確認できること 

 

 

     ○注上部荷重がかからない場合は上部スラブ厚が１００㎜以上 

      の写真 

 

     ○注上部車庫等の荷重がかかる場合は上部スラブ厚が１５０㎜ 

      以上の写真 
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  写真（９）【嵩上げ状況】 

※ 嵩上げ高が確認できること 

 

 

     ○注概ね３０㎝までが確認できる写真 

      （それ以上はピット構造とすること） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真（１０－１）【排水設備】 

   ※ 配管及び桝設置状況 

   ※ 管基礎と桝基礎が確認できること 

 

     ○注雤水管・足洗い場等の接続は認めない 

 

     ○注クラッシャラン等、桝の基礎が確認できる写真 

 

     ○注桝の基礎は５㎝程度打設すること 
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  写真（１０－２）【排水設備】 

   ※ 配管及び桝設置状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真（１０－３）【排水設備】 

   ※ 配管及び桝設置状況 

   ※ 全景が確認できること 

 

     ○注浄化槽本体の概ね１ｍ以内に流入及び放流桝を設置すること 
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  写真（１１）【ブロワ－設置状況】 

   ※ 接地工事（アース）が必要な場合は、確認できること 

 

 

     ○注配管の長さは１０ｍ以内とすること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真（１２）【竣 工】 

   ※ 浄化槽設備士が入っていること 

   ※ 浄化槽設置が確認できること 

 

     ○注配管状況・桝設置状況・浄化槽設置完了が明確なこと 
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  写真（１３－１）【柱 筋】（※支柱工事が必要な場合のみ） 

   ※ 全本数（フープ筋含む）が確認できること 

 

 

     ○注支柱の本数        

 

 

 

     ○注紙筒などの支柱枠がない状態の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真（１３－２）【柱 筋】（※支柱工事が必要な場合のみ） 

※ フープ筋ピッチが確認できること 

 

 

     ○注フープ筋のピッチは概ね１５０㎜が確認できる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人槽 支柱本数 

５～７ ４本以上 

８～１０ ６本以上 
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  写真（１４－１）【その他】 

   ※ 工事で必要な写真または、指摘事項写真 

   項目：臭突管の状況 

 

     ○注臭突管が上部スラブ端まで配管されていることが確認 

      できる写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真（１４－２）【その他】 

   ※ 工事で必要な写真または、指摘事項写真 

   項目：ポンプ槽の状況（※ポンプ槽設置の場合のみ） 

 

     ○注ポンプ槽が浄化槽本体と同一掘削地内の場合は、ポンプ槽が 

確認できる写真を添付すること 

 

     ○注浄化槽本体とポンプ槽が離れている場合は、全ての工事過程 

において浄化槽本体工事に準じ工事写真集を作成すること 
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  写真（１４－３）【その他】 

   ※ 工事で必要な写真または、指摘事項写真 

   項目： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真（１４－４）【その他】 

   ※ 工事で必要な写真または、指摘事項写真 

   項目： 


